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緒言 我々は電極を強磁性体あるいはフェリ磁性体，電流チャネルを両極性伝導型金属 YH2としたホ

ール素子を用いてスピン注入の研究を行っている。先行研究では電極を Co，電流チャネルを YH2と

した素子を用いてホール測定を行った。Au電極を用いた場合と比べてホール抵抗が 3倍，横磁気抵抗

比が 6倍増加した。これはスピン注入による効果であると考えられる[1]。本研究では電極として垂直

磁化特性を持つフェリ磁性体 TbFeCo，電流チャネルとして YH2を用いてホール抵抗及び横磁気抵抗

測定を行い[2]、得られたデータに対し回帰分析を行った。 

方法 回帰分析は以下のモデル[1]に従って行った。YH2のキャリアスピン偏極率はほぼ 0，スピン軌道

相互作用による有効磁場及びスピン分裂による電気化学ポテンシャルの変化度は電子と正孔において

共通の符号・値を取ると仮定する。ここで電流密度がスピン偏極した電子と正孔は有効磁場によって

電流に対して垂直に曲げられ，キャリア濃度に偏

りがある場合にはホール効果が発生するというモ

デルである。 

結果と考察 TbFeCo(電極)/YH2(チャネル)のホー

ル抵抗と横磁気抵抗比の実験結果及び回帰分析結

果を図 1に示す。ホール係数は負であり，電子濃

度は5.08×10
27 

m－3正孔濃度は5.00×10
27 

m－3とキ

ャリア濃度は僅かに電子に偏っている。スピン分

裂による電気化学ポテンシャルの勾配の変化度⊿

E/Eは 0.18 であり、Co/YH2における値(0.05)[1]の

3.6倍である。したがって TbFeCoを用いた場合に

はより大きなスピン注入効果が得られることが分

かった。一方、スピン軌道相互作用による有効磁

場は 402 Tであり，Co/YH2の値(約 300 T)[1]と同

程度の値かつ符号も一致している。負の横磁気抵

抗にはこの値が寄与している。 
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図 1 (a)ホール抵抗の磁場依存性。挿入図は 

ΔE/Eの磁場依存性。 

(b)横磁気抵抗比の磁場依存性。 
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